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広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１５日 第１４９８号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
７
１
５
０
２

岡
❶
岡
❷
堀
❸
藤
❹
堀
❺
堀
❻
藤
❼
堀
❽
井
❾
井

国国民民健健康康保保険険
被被保保険険者者証証をを更更新新

８
月
１
日
に
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
更
新
し
ま
す
。
個
人
ご
と

の
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
に
簡
易

書
留
で
世
帯
主
宛
に
ま
と
め
て
送
付

し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限

は
表
１
の
通
り
。
国
民
健
康
保
険
は

市
内
在
住
で
、
職
場
な
ど
の
健
康
保

険
加
入
者
と
そ
の
被
扶
養
者
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
以
外
の
全
て

の
人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
表
２
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
必

ず
１４
日
以
内
に
市
役
所
１
階
の
国
保

年
金
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
申
請

を

市
は
、
市
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
（
表
３
の
一
般
と
現
役
並
み
所

得
者
Ⅲ
除
く
）
に
、
入
院
時
の
医
療

費
や
高
額
な
外
来
診
療
費
の
窓
口
支

払
い
が
表
３
・
４
の
限
度
額
ま
で
に

な
る
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
食
事
療
養
標
準
負
担
額
が
表
５
の

通
り
減
額
さ
れ
ま
す
。
既
に
持
っ
て

い
る
同
認
定
証
を
引
き
続
き
利
用
す

る
場
合
は
、
更
新
手
続
き
が
必
要
で

す
。�

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み

取
り
可
）
か
ら
電

子
申
請
か
市
役
所
１
階
の
国
保
年
金

課
に
あ
る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
書
い
て
、
直
接
か
郵
送
で
〒

６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
国
保
年

金
課
へ
。

＊

＊

問
市
国
保
年
金
課
�
７８４
・
８
０
４

０
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
額

が
決
定

令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
順

次
、
送
付
し
ま
す
。
保
険
料
の
納
付

方
法
な
ど
は
次
の
通
り
。

【
年
金
か
ら
の
支
払
い
（
特
別
徴

収
）】
手
続
き
不
要
。
４
月
〜
来
年

２
月
に
６
期
に
分
け
て
徴
収
。
口
座

振
替
に
変
更
も
可
。

【
口
座
振
替
や
納
付
書
で
の
支
払

い
（
普
通
徴
収
）】
対
象
は
▽
年
金

の
受
給
額
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
人
。
７

月
〜
来
年
３
月
に
毎
月
納
付
。

◎
保
険
料
の
軽
減

【
所
得
が
低
い

人
の
軽
減
】
同
世
帯
内
の
被
保
険
者

と
世
帯
主
の
令
和
４
年
中
の
総
所
得

金
額
等
が
基
準
額
以
下
の
場
合
、
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
表
６
）。

【
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減
】

同
制
度
に
加
入
す
る
前
日
に
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
被
用
者
保
険
の
被
扶

養
者
だ
っ
た
人
は
、
所
得
割
が
掛
か

ら
ず
、
資
格
取
得
後
２
年
を
経
過
す

る
ま
で
、
５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

【
保
険
料
の
減
免
と
徴
収
猶
予
】

▽
災
害
な
ど
で
大
き
な
損
害
を
受
け

た
▽
所
得
の
著
し
い
減
少
が
あ
っ
た

▽
他
の
被
保
険
者
や
世
帯
主
が
死
亡

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
世
帯
の
所
得

が
軽
減
判
定
基
準
以
下
と
な
っ
た
▽

一
定
期
間
給
付
の
制
限
を
受
け
た

―
―
場
合
、
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る

場
合
や
一
定
期
間
徴
収
が
猶
予
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
被
保
険
者
証
に

新
し
い
被
保
険
者
証
を
原
則
、
普
通

郵
便
で
順
次
送
付
し
ま
す
。
８
月
１

日
か
ら
医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示

を
。
保
険
料
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て

は
、
有
効
期
間
が
短
い
被
保
険
者
証

（
短
期
被
保
険
者
証
）を
送
付
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場

合
は
、早
め
に
相
談
を
。

令
和
４
年
１０
月
１
日
か
ら
３
年

間
、
負
担
割
合
が
２
割
と
な
る
人

は
、
１
カ
月
の
外
来
の
自
己
負
担
額

の
増
加
額
を
３
千
円
ま
で
に
抑
え
る

配
慮
措
置
を
適
用
し
ま
す
（
入
院
の

医
療
費
を
除
く
）。

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
５
年
度

の
住
民
税
課
税
所
得
額
と
４
年
（
１

〜
１２
月
）
の
収
入
を
基
に
判
定
。世

帯
状
況
の
異
動
や
所
得
の
更
正
な
ど

で
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

３
割
と
判
定
さ
れ
た
人
で
も
収
入

額
が
一
定
の
金
額
未
満
の
人
に
基
準

収
入
額
適
用
申
請
書
を
６
月
下
旬
に

送
付
し
て
い
ま
す
。
７
月
３１
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
で
１
割
ま
た
は
２
割
と
な
り

ま
す
。

被
保
険
者
証
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
保
険
医
療
機
関
な
ど
の

窓
口
で
提
示
す
る
こ
と
で
、
か
か
っ

た
医
療
費
の
う
ち
「
一
部
負
担
金
の

割
合
」
の
支
払
い
で
治
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
に

世
帯

全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
は
、
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
提
示
す
る
と
医
療
費
（
保
険
診

療
分
）
の
自
己
負
担
額
が
外
来
・
入

院
と
も
に
区
分
に
応
じ
た
限
度
額
ま

で
に
な
り
、
入
院
時
の
食
事
代
も
減

額
さ
れ
ま
す
。

◎
８
月
か
ら
新
し
い
限
度
額
適
用
認

定
証
に

３
割
負
担
で
、同
一
世
帯
の

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
全
員
が

住
民
税
課
税
所
得
額
６９０
万
円
未
満
の

人
は
、限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示
す

る
と
医
療
費（
保
険
診
療
分
）の
自
己

負
担
額
が
外
来
・
入
院
と
も
区
分
に

応
じ
た
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

＊

＊

現
在
、各
認
定
証
を
持
っ
て
い
て

８
月
以
降
も
引
き
続
き
対
象
と
な
る

人
に
は
、新
し
い
認
定
証
を
被
保
険

者
証
と
一
緒
に
送
付
し
ま
す
。
該
当

者
で
交
付
を
希
望
す
る
人
は
手
続
き
を
。

◎
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
一
部
助
成

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
人
に
費
用

の
３
分
の
１
（
保
険
料
の
軽
減
対
象

者
は
２
分
の
１
。
い
ず
れ
も
上
限
９

千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

＊

＊

問
市
後
期
医
療
福
祉
課
�
７８４
・
８

０
４
１
、
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
�
０７８
・
３２６
・
２
０
２
１
。
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にににににににににににににににににににににににににににに

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
ポ
イ

ン
ト
申
し
込
み
期
限
は
９
月
３０
日
で

す
。
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
サ
イ
ト

は
、
今
後
混
雑
が
見
込
ま
れ
、
一
部

の
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
９
月
３０
日
よ
り

も
前
に
申
し
込
み
期
限
が
終
了
す
る

た
め
、
早
め
に
申
請
を
。

詳
し
く
は
、
同
ポ
イ
ン
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
休
日
開
庁

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
・
交
付
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
相

談
な
ど
が
で
き
る
窓
口
を
次
の
通
り

開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
�
７
月
３０
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
▽
会
場
�
市
役
所
１
階

の
市
民
課
窓
口
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
出
張
窓
口

を
開
催

７
月
２５
日
㈫
・
２６
日
㈬
の

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
受
け
付
け

は
４
時
半
ま
で
）、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

伊
丹
（
藤
ノ
木
１
）
１
階
ス
カ
イ
コ

ー
ト
で
同
カ
ー
ド
の
申
請
や
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み
が
で
き
る
出

張
窓
口
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
担
当
�
７８４
・
８
１
２
１
。

表１ 更新後の被保険者証の有効期限

表２ 届け出が必要な場合

犬の登録と狂犬病予防注射
生後９１日以上の飼い犬は、登録と毎年狂
犬病予防注射の接種が義務付けられていま
す。接種をまだ受けさせていない飼い主
は、市獣医師会指定獣医師で手続きを。
【費用】▷登録と注射＝６４００円▷注射の
み＝３４００円。

市生活環境課�７８１-５３７１

�夏休み企画�施設を旅する！
伊伊丹丹愛愛♡♡ススタタンンププララリリーー
市教委は、７月２１日～８月２７日、対象施設のイ
ベントや講座に参加してスタンプを集めるとオリ
ジナル缶バッジがもらえる「施設を旅する！伊丹
愛♡スタンプラリー」を次の通り開催します。

ぐら

▷対象施設＝中央公民館、図書館「ことば蔵」、
市立伊丹ミュージアム、緑ケ丘体育館・武道館、
伊丹スポーツセンター、ローラースケート場、稲
野公園運動施設、ラスタホール、きららホール▷
内容＝対象施設でパスポート帳（スタンプ台紙。
無料）を受け取り、対象イベントなどに参加して
スタンプを集める▷対象＝市内在住の小学生以下。
対象イベントなどは参加料や申
し込みが必要な場合あり。市ホー
ムページ（二次元コードから読み
取り可）で確認を。

市教委社会教育課�７６４-７８１４

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののの
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故

夏夏
のの
交交
通通
事事
故故

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

防防
止止
運運
動動

７
月
１５
〜
２４
日
は
、
交
通
ル
ー
ル

の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実

践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交

通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
期
間
で
す
。
重
点
的
な
取
り
組
み

は
次
の
通
り
。

▽
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す

る
歩
行
者
の
安
全
確
保
▽
安
全
運
転

意
識
の
向
上
▽
自
転
車
の
交
通
安
全

▽
飲
酒
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な

運
転
の
根
絶
▽
全
座
席
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
正
し
い
着
用
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
適
正
な
使
用
の
徹
底
。

問
市
都
市
安
全
企
画
課
�
７８４
・
８

０
５
５
。

◆
人
命
救
助
活
動
に
よ
る
感
謝
状
を

贈
呈

６
月
１４
日
㈬
、
市
内
在
住
の

む
ね
な
り

濱
崎
宗
成
さ
ん（
６７
）は
、
５
月
に
天

王
寺
川
に
転
落
し
た
女
性
を
救
助

し
、
心
肺
蘇
生
で
命
を
救
っ
た
人
命

救
助
活
動
の
貢
献
を
称
え
、
兵
庫
県

知
事
か
ら
「
の
じ
ぎ
く
賞
」、
市
消

防
局
長
か
ら
「
感
謝
状
」
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

この広報紙は９万１７００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

表３ ７０歳以上７５歳未満の自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

２５万２６００円※１

１６万７４００円※２

８万１００円※３

５万７６００円※５

２万４６００円

１万５０００円

外来
（個人単位）

１万８０００円※４

８０００円

所得区分

Ⅲ（課税所得６９０万円以上）

Ⅱ（同３８０万円以上）

Ⅰ（同１４５万円以上）

一般

低所得Ⅱ※６

低所得Ⅰ※７
住民税
非課税世帯

現役並み
所得者

表６ 均等割額の軽減表
軽減割合

（軽減後均等割額：年額）

７割（１万５０４４円）

５割（２万５０７３円）

２割（４万１１７円）

※６５歳以上の公的年金受給者は、総所得金額等から年金所得の範
囲内で最大１５万円を控除し、軽減判定します

軽減判定基準額

基礎控除額（４３万円）＋１０万円×（年金・給
与所得者数－１）
基礎控除額（同）＋２９万円×被保険者数＋１０
万円×（年金・給与所得者数－１）
基礎控除額（同）＋５３．５万円×被保険者数＋
１０万円×（年金・給与所得者数－１）

有効期限
７０歳誕生月の末日（１日生まれの
人は前月末）
来年７月３１日
７５歳誕生日の前日（後期高齢者医
療制度へ移行するため）
来年７月３１日

対象
昭和２８年８月２日～
２９年７月１日生まれ
上記以外の７０歳未満
２３年８月２日～２４年
８月１日生まれ
上記以外の７０歳以上

被保険者証

被保険者証兼
高齢受給者証

�本市に転入した�職場の健康保険をやめた�職場の健康保険の被
扶養者から外れた�子どもが生まれた�生活保護を受けなくなった
――とき

�本市を転出する�職場の健康保険に入った�職場の健康保険の被
扶養者になった�国保の被保険者が死亡した�生活保護を受けるよ
うになった――とき

�市内で住所が変わった�世帯主や氏名が変わった�世帯を分けた
り、一緒にしたりした�保険証をなくした（汚れて使えなくなった）
――とき

国
保
に
入
る
国
保
を
や
め
る

そ
の
他

表４ ７０歳未満の自己負担限度額（病院・診療所ごとに月額）
４回目以降

１４万１００円

９万３０００円

４万４４００円

２万４６００円

※１ 医療費（保険点数の合計×１０円）が８４万２０００円を超えた場合はその超
えた分の１％を加算

※２ 医療費が５５万８０００円を超えた場合はその超えた分の１％を加算
※３ 医療費が２６万７０００円を超えた場合はその超えた分の１％を加算
※４ ８月～翌７月の年間自己負担限度額は、１４万４０００円
※５ ４回目以降の自己負担限度額は、４万４４００円
※６ 同一世帯の世帯主と国民健康保険被保険者が住民税非課税の人
※７ 同一世帯の世帯主と国民健康保険被保険者が住民税非課税の人で、そ

の世帯の年間の所得が必要経費・控除（年金の場合は控除額を８０万円
として計算）および１０万円（収入金額に給与収入が含まれている場合）
を差し引いたときに０円の人

３回目まで

２５万２６００円※１

１６万７４００円※２

８万１００円※３

５万７６００円

３万５４００円

所得区分

所得が９０１万円を超える

所得が６００万円を超え９０１万円以下

所得が２１０万円を超え６００万円以下

所得が２１０万円以下

住民税非課税世帯

表５ 入院時の食事療養標準負担額
１食当たり

４６０円

２１０円

１６０円

１００円

※１ 指定難病患者、小児慢性特定疾病児童などの人は、１食２６０円
※２ ９０日以上入院をしている人は、９１日目からの食事療養標準負担額が変

わりますので領収証など入院期間が分かるものを持って申請してくだ
さい

所得区分

一般（下記以外の人）※１

９０日までの入院

９０日を超える入院※２

低所得Ⅰ

住民税非課税世帯
・低所得Ⅱ


